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L緒 論
　商法に於ける當座組合Gelege曲eiもsgesellsc五麟の意義は今
日に於ては甚だ哀れなものとなつて居る。其の最も古い形式と
も言はる可き船舶共有組合Reedereiは固より今日街ほ法典の
上には其の當時の面影を留めて居るものがあるけれ共醗一〕そ
れも實際生活に於ては次第に近代の株式會肚の爲に侵蝕せらる
る塵となつてしまつた。次に來るコムメンダCommend＆　も今
日合資會杜、就中匿名組合に於て樹ほ當時の籐光を認むること
が出來るけれ共、而もその合資會肚たる存在は、只所謂商號會
祉：Firmengesellsch＆f七としての代表典型たる合名會枇の一支形
として注意さるるに過ぎない、且つそれの實際生活に於ける役
割も甚だ心細いものでる。次に経濟的には前者に比べて精糞重
要である匿名組合とても、今では他人の商業に封する縫績的な
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参加の一典型として留存して居るに過ぎない。且つ當座組合自
膿の研究は今では民法上の領域に属して居る。〔註二〕
　〔註一〕商法第五四六條一一第五五五條、濁商法第四入四條一第五一〇條
　〔註二〕Lehnlannl　ILehrbuch　d。Handelsrechとs1908．S・277・
　弦に商業に於ける團膣経螢の曇達の跡を歴史的に見るに當座
組合先づ最初に登達して中世紀の初期に其の極盛を示し、その
衰るや一商號の下に代表せられたる入的會杜之に代つて起帆
中世紀より第十九世紀までその支配を維持し第十九世紀に至つ
て資本會杜に其の地位を譲るに至つた。而して十九世紀より現
代に至る科學の異常なる進歩は、資本會肚萬能の状態を示して
居るのである。
　斯る現象の下にあつて、既に化石せる昔時の一法律關係を拉
し來つて之を研究することは、直接に現在の法律の運用に封し
て何等利盆無きは誠に明瞭である。只然し誰も言ふが如く古代
の事物を研究することは、それ自膿が既に立涙なる學問的憤値
あることは無論としても、新しき事物の解明の上にも敏く可か
らざるものがある。コメンダ契約の研究は特に今日の組合叉は
會杜の歴史的脛濟的法律的研究に暗示を與ふる所頗る多きもの
である。
　人が自己の財貨を利用する方法には二た蓮りある、一・は自分
が正面から行爲の當事者となつて之を利用する揚合と、他は自
分は何等かの理由で行爲の正面には直接には現れないで自己の
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代理人叉は全然他人を使用し又は他人の蔭に隠れて之れを利用
する場合である。財貨の所有者自身が費買交換貸借等を爲す場
合は勿論前者に属するものであつて日常生活に於て最も頻繁に
見聞する所の現象である。然しながら後者の揚合も決して之れ
に比して　い現象ではない。否寧ろ今日の経濟生活を一覧する
時はその揚合は遙に多いと言ふても良い位である。匿名組合、
合資會杜、株式會肚等の組織、信託業、代理業、問屋業の如き
は財貨の所有者自身が自己以外の第三者の行爲を籍りてその裏
面に在つて自己の財貨の利用を企圖する爲に使はるる制度であ
る。コムメンダも亦此の第二の財貨の利用方法に役立つ爲に登
見された制度である。斯の如き自己の資本を他人の勢働に依り
て利殖する制度は人種的歴史的地理的な冨別なく全く「一つの
萬有的な法律制度』である〔註一〕。今日存在する合資會肚、匿名
組合の先駆者としてのコムメンダは中世に於ける伊太利の都市
に登達したそれを指すのではあるけれども、コムメンダ的な内
容を有する制度そのものは時問的な制限に拘束さるる所なく人
類の経濟的法律的生活の需用を充し且つ充しつつあるものであ
る〔註二〕・
　〔言主一・〕　Rehme3Geschichte　d。Handelsrechts，S．102．
　〔註二〕　コーラーの説明する所に俵れば北アジヤのTschuktschen人叉は北
　　　アフリカのBerber人の間にもコムメンダは行はれて居ると言ふ。帥ち
　　　TscLuk重sc五en人の闘では族行者の親族叉は知己は彼等の所有すろ毛皮
　　　を族行者に委託し、旅行と運搬に要すろ馴鹿の一隊を提供する。族行者
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　　　は委託されテころ毛皮を適當なろ土地で適當なろ物品と交易すろ。そして
　　　露國し☆後は族行者は交易し象物品を委託者に交付し、自分も亦その一
　　　部を取得すろ。Berber人の間でも之に類すろコムメンダが行はれて居
　　　ろ。（」。K・血lerllReckおvergleichendenStud茎enS・172。Rehme多a・翫
　　　O．S．39．
　　　叉古代に於けろマホメヅド敏國に於けろコムメンダの如きもその一例と
　　　して見ろを至當と信すろ。
　　　爾ほ南洋諸島の民族の問にも現今幼稚なろコムメンダ制度の行はろろ
　　　を見ろといふ（早稻田大學内法理學會第四十四會例會に於けろ遊佐博士
　　　の説。）
　コムメンダを比較法學的に研究する場合は勿論、之れを歴史
的に研究する場合にも多藪の國語の援助と古文書古法典の助力
に侯たなけれぱならない。例ぱコーラーの如くイスラムの法律
に通する所迄では行かなくとも、伺レーマン、ゴノレドシュミット、
ノレノー等の如く材料をスカンデナピヤ、ゲルマン、ラテン、ギ
リシヤ、中世イタリー、中世7ランス等の古文書、古法典等に
求めなくてはならない。翼の創造的な研究は全く與へられたる
材料を通してそれより直接に爲さる可きである。然しそれは今
日の我國の我々に執りては明に不可能的な事實である。ジルバ
ーシュミットが彼れの著書に引用せる古文書のみにても、古成法
典は別として、Ama胤aner　Urkunde，Marseiller　Urkunde，Ar＿
menischenUrkunde，Cypr童schenUrkunde，Venezi翻scheUrk－
unde等が歎へられる。而して之れ等の文書は公私の別なく甚だ
多薮にあるものの様である。予は本研究を直接に之れ等のオリ
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ギナノレな材料に依つて爲したものではなく、冒頭に示せるが如
き諸著書に依りて爲したものである。從つて予の套表は一次的
の新鮮さを持たない。只それは二次的な研究である。此の研究
は此の二次的な意義を出來るだけ確實に表現し得れぱ、それの
使命を果したものである。
H．歴史的経過
　（1）はしがき
　コムメンダとは、資本家が、族行者に、利殖の目的を以つて
商晶叉は通貨を委託し、族行者の之れに封する勢務の補償とし
て得たる利盆の一部分を彼に分與する一の契約である嘩一〕。
此の契約は帥ち二個の當事者から成り立つて居る、一方の當事
者は資本家として資本を提供し、他方は企業家として勢務を供
給するのである。斯如き契約の持つ性質の常としてコムメンダ
も亦主として投機取引に使用されたものであつて、原始的には
當座組合Gelegenheitsgesellschaftであつた〔註二〕。
　　　〔…主一．〕　Cosack∫Lehrbucll　des〕日：andelsrOohts　Au鼠1925，S。458．
　　　　：Ren励ud　l　D認Recht　der　Commandi†gesellsc五afte11．1881，S．3．
　　　　Wielandl　Handelsrec五t，1921，S73虫
　　　〔註二〕　本稿に於ては商法上謂ふ所のコムメンダを取援つカものではあ
　　　ろが、禽古代ゲルマン民族の間に行はれし土地の耕作に關すろツムメン
　　　痢こ就て蛇に若干述べて見よう。何となれば爾者ば経濟的の理由に於て
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極めて其の態容を類似して居り、且つ時代的、地理的にも相距ろ所遠か
らす、多少の因果關係が其の間に見らろ可きものが無いでもないザらで
ある。
　西ローマ帝國の瓦壌に次いでゲかマン民族の移動が行はれアこ、而して
此の場合にローマ帝國の領土の上には侮俵然として先住民族の土地其飽
の目的物の上の所有椹の存綾は認められたが、然も土地の大部分はi新な
ろ支配階級☆る王、偉人、曾侶等の手に集中され☆。開墾特櫨（lnhore－
st葡on8－Privileg1en）及び國家の特櫨（Regale）は此の集中をして更1＝助勢
すろ虚があつテこ。八世紀の頃には之等の王、開拓者、信院等の所有土地．
は莫大なものとなつ7こ。從つて必然として之れが塵分の方法が案出され
なくてはならぬ。猛1逸の僕婚制度（：Leibe1genschafも）は之れの：爲に駿逢
し☆のである、然し一方ローマに行はれた所謂Kolonatに類似すろ制
度も曇達しすこ。これが師ち土地のコムメンダの起原を：爲しアこのである。
郎ち土地を酎定の期間（該期間は或は絡身、或は九年或は十年であつすこ、
或は甚だ稀には相綾に佐り次の相綾人迄で延長されアここともあつテこ）小
農民に與へ、小農民は該土節より生する牧穫の一部を地主、信院、開拓
者に敵納したのである。イタリーに於てはムラトリー　（Mur我tOri）が既
に斯如き契約に付いて説示して居る。叉彼のCodexdiplomaticus　C＆ve・ai
の各篇には九世紀以後の多くの實例を示して居る。此の土地の引渡契紛
（Grunds轍ck心bergabe　Vertrag）が地理1的にcommenda　と同一一地1方に．
行はれて居たこと年代に於ても大なろ隔りが無かつアここと等は吾人に爾
者の間に何等ザの關係の在りしものなろことを暗示する（Silbers面midち
巳21）。
爾右の土地に關すろcommend＆の外にSocida叉はV三e虹ver5tellungsver－
tragと言はれて居る一種の農業上．の契約もcommend＆契約に類似して一
居ろ、此の契約に付いてはTroplongや：Last1gも既1こ合資會澁の濃革
中1こ言己述して居ろ通，セ）、全く　com逆endaの内容を見ろことが出來ろも．
のであろ。之れは專ら牧場に於げる牛馬に封すろ勢務者と牛馬の所有主
とのcommendaである。
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　コムメンダが何塵に、どの時代に原始的に登生したかは明で
ない。コーラーの示す所に依れぱ、それは先づイタリーの都市
・に登達したものではなくて、既に古くアラピヤに登達したもの
だとも言はれて居る。然も彼の説く所に依れば、不思議にもイ
スラムのコムメンダも中世イタリヤのそれの如くコーランの利
、懸禁止に起因して登生したものであつて、主として貨幣融通の
方法としての金鏡コムメンダ（Geldcommend乱）であつた。コム
メンダはイスラムの法律に依れぱキラヅ（k触d）叉はモダラ漣
一（颯o曲ar泓bah）と言はれて居た（Jos．Kohlerl　Die（）omme－
ndaimis臨mitis面enRec：h七e．B85．S．14）。イスラムのコム
メンダ自身の存在虹にその盛に使用せられた事實に就いては何
等の異説も見ない（Goldschnlid七l　a。a，O。S，256．K』Lehma－
nn3乱，窃。0．鼠333．Reh阻ela。＆。0．S．62・u，s・w．）．只然しイ
スラムのコムメンダが果してコー一ラーの主張するが如く〔註一〕、
中世イタリーのコムメンダの先駆を爲したものであるか否かは
甚だ不明である。通読はコーラーの読には反封である〔註二〕。此
の問題は只にコムメンダ契約一つを抜き取つて・果して之れが
イタリーのコンムメンダに影響したものであるか否かを判定す
可きものではなくて、コムメンダ以外の法律制度、叉は更に法
律制度以外の肚會制度文化現象自膿が中世イタリーに影響した
るものなるか否かの判定に侯つて決論せらる可きものであら
う、予は姑く通説に從つて置き度い〔註三〕。
10 コムメンダに關すろ研究
〔註一〕　コーラーは曰く『・…此の如く繁榮しテこ取引に於けろ盛大電ろ制度
　　が、新に目醒めテこ文牝國、しザもそれは同様な商業上の事情の下にあろ、
　　に封し反封作用を及さないと言ふことば考へ得られざることであろ』と。
　　而してコーラーが彼の親を主張すろ…理由は只右に蓮べれ類推以外に何物
　　も無いのであろ。爾ほハンムラビ法典に於けろコムメンダ契約の研究に
　付ては前揚遊佐博士のモノグヲフイーにその若干を識ることが出來ろo
　（早法第一巻六〇一六一頁）
〔註二〕：Rehm鳶a．翫O．S，40．
　　ゴトールドミンユミッ『トは曰く『コーラーがコムメンダの起元的嚢生をムハメ
　　ツド時代に簸し7こヒとは予の説（其の説は次に紹介すろが）に反封すろも
　　のでは無い。蓋し地中i海浩革の蜜行法よリムハメツド時代のコムメンダ
　が套し☆ことは可能のことであろザら』と（Goldschmtdtl嵐a・0・S・256）。
〔註三〕予のしぱらく通設に從ふ理由はコムメンダそれ自勇の「萬有的な現
　象にあろ。斯の如き性質のi法律制度は必すしも他民族の影響を待つ迄も
　無く民族が一定の文牝に蓮すろ時に自ら登見されてその法律生活の需要
　　を充すものである。それはコーラー叉はレーヌなどの書を見れば首肯ざ
　れ得ろ事實であろ。中世イタリー人の海外登展がコムメンダの必要を感
　　じてその制度を生み出し☆のであつて、海外登展の結果アラビヤ地方に
　該民族が族行し其庭に幾行すろコムメンダ制度を學んだと想像すろ説に
　　は予には事實の韓倒があろ標に思はろろのであろσ
　（2）起原
　果して・一マ人がコムメンダ契約を知つて居たか否かは古來
雫はれた問題である。通説はその不知を主張する。蓋し・一マ
人は奴隷の使用、又は家の子郎黛の特別財産（Peculien）の使用
に依つて、コムメンダが爲し得る目的と、同様の目的を達し得
たからである。帥ち・一マ人が、自分は商行爲を自ら爲さない
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で、自己の資本を利殖せんとする場合には、奴隷又は郎黛の彼
に封する服從關係を利用したのである。奴隷は當時にあつては
自由に市揚に於て買求められたし、郎黛は常に戸主権の強大な
る穣力の下に服從する義務があつた、從つて・一マ入の問にあ
つては、自己と封等の地位に在る他入の勢務の援助を仰ぐ必要
が無かつたのである。詳言すれぱ・一マ人が、その資本を利用
する揚合には、之れを商業に巧みな奴隷又は家子郎蕪に委ねて
或は牧盆の一部を彼等に分配することを條件として、或は彼等
の奴隷たる身分の解放を條件として之れを爲さしめたのであ
る。叉・一マ法に言ふ所のソシエタス（Societas）なるものも之
れをコムメンダの起原と見ることは出來ない、蓋しソシエタス
に依れぱ一人の組合員は、他の組合員の責任に關し責に任じな
かつたからである〔註一〕。古代ギリシヤ時代より筒・一マ時代に
行はれた海上消費貸借（Seedarlehen）がコムメンダの起原であ
つたか否かについても箏はれて居る〔註二〕。要之するに・一マ時
代に於て既に中世期に謂ふ所のコムメンダがあつたか否かの問
題は、解し難き謎である。只然し総ての論者が想像して居る如
く・一マ法が何等かの形式に於て中世期のコムメンダに影響を
與へたることあるは事實であらう〔註三〕。
〔註一〕Silbersehmidt3＆．a．O．巳11・松波博士、前揚五一六頁一五一入頁。
〔註二〕　ゴーFレドシュミットばコムメンダの萌芽を古代ギリシヤローマの慣
　行法（Vロ1garrecht）にありとし、此の法律より銀行コムメンダ（Bank一
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　commenda）なろものに憂遷し、銀行コムメンダは更に攣則寄託（deposシ
　加m　irregulare）として漸く組合の形式を具備し、此の寄託ばビザンチン
　時代に至つては塗に海上浦費貸借となつて中世のコムメンダの起原を爲
　すに至つ7こものであろと主張すろ　（Goldsehmidt多a．a・O・S。25杢256）。
　ゴーアレドシュミットが言ふ所のVulgarr㏄htとはユスチニヤン時代にヂ
　ゲス1・に採用されす、然し之れを補充すろ敷力ありし一種の地方慣行法
　であろ。然し彼の此の言免1こはミツル’バーミ”ユミットの有力』な反i封や｛あろQ
　（S丑berschnユidt；翫，翫　O，S．12）。
〔誰三〕例ばローマ法上の請負l　Locatio　conductio　operis叉は問屋M我nd就
　ヌ。はCOntraCtUS　aeStimatOriUS　depO与itum・など1ま1特にコムメンダに影響
　しナこ虜ありし制度と見られて居ろ。筒ルノー、ヒ摘参照一一三頁。
　（3）　中世イタリー及びフランス
　コムメンダが中世の地中海洛岸の都市に先づ登達した二とに
關しては何人も異論が無い。寧ろコムメンダの登生は都市の成
立に先き立つた制度であるらしい嘩一〕。何故にコムメンダが地
中海洛岸の中世の都市に登生し登達したかについては二っの理
由を基ぐることが出來る。航海業の登達と商業の隆盛、致會の
利息制限法之れである。
　い、航海業の登達と商業の隆盛、中世に於ては未だその初期
に於ては都市の登達は充分のものではなかつた・只それ等の内
で僅にアマル7イ、トラニー、ヅエニス、ピサ等が小都市とし
て藪へらるるに過ぎなかつた。然しながら之等の都市では既に
小アジヤ、アフリカと交通を爲して居たのである。當時に在り
ては然し之等の都市に於ても航海の危瞼と犠牲に堪ふるだけの
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家族は少なかつたと言はれて居る。冒瞼貸借の如き、船舶共有
の如き制度が此の危瞼の分澹を目的として生れたことは自然の
ことである。コムメンダも亦斯如き危瞼分搭の必要より生れた
露の一の法律制度である。按ふに個入の商業が次第に籏張する
につれて一入の個人が各地に同時に般を操り物晶の販責叉は購
買を爲すといふことは到底不可能のことである。此の結果は最
初は臨時に、後には縫綾的に自己の代理入としてその親族叉は
朋友が選ばれて族行者として本入の行爲を實行したのである。
從て當初は受託者は無報酬で活動したものであつて、後に至つ
て一定の報酬が約束されたのである〔註一〕。コムメンダが初めに
海外貿易の上に登蓬し、後に至つて陸上の取引にも使用さるる
に至つたことに關しては通読の一致する所である〔註三〕。
　〔註一〕K．Le虹mann．a．a。（瓦S．275．
　（註二〕Silberschmidも1我．a．0。巳24，
　｛註…三〕　Silめerschnlidtヌ我．a．0，S，36。K。LeLm我n　a．a．O．S．333．Rehme3
　　　　a，a．0．S．101．
　ろ、敏禽の利息制限：法
　クリスト敏のみならす多くの宗致がその敏義に基いて暴利叉
は利息を禁止したことが寧ろ取引に於いて新しい法律制度の登
達に貢献したことは面臼き現象である〔註一〕。コムメンダも亦中
世敏會の利息禁止法を避くる手段として使用せられた制度の内
の一つである。即ちコムメンダに依る時は、資本家は何等商行
爲の外部に現はるることなくして、貸借に依ると同様に有利に
1“ ッムメンダ1に關すろ研究
自己の資本を増殖し得たのである、從てその制度の盛に行はる
るや、之れを利用する者は『軍に商人のみならす、男女の匿別1
なく國民の全階級一一上は國王に至る迄も一に』及んだので
ある〔註二）。加之ならすジルバーシユミツトの説く所に依れば利
息禁止法の本山たる敏會すらもその敏會財産の利用の爲にコム
メンダを使用したと言はれて居る〔註三〕。但し此説にはカールレ
ーマンの如く反封する者もあることを記憶せねぱならない。
　〔註一’〕　例1てコーラー前掲「Kokler；＆。我。0。S．4，）。
　〔註二〕　K』Lehmalm；批．泓・0，賎333、
　〔註三〕　S1lberschmid亡；a・．翫．0．S　82。
　A．中世イタリーの商法はラステヒの分類する所に依れば次1
の三地方を基準として分つことが出來る〔註一〕。
　　　1・　ヅエニス並にイタソー東部の海岸
　　　2．　南部イタリー並にシシリヤ
　　　3．　ゼノア、ピザ並に西部の海岸
1．　ヴエニス並にイタリー束部の海岸　コムメンダの歴史に關
する最も古き法源はヅエ晶スの文書に在りと言はれて居る。此
庭では莫大な古文書の外に筒コムメンダに關する法典がその法
源として存在した。帥ちその成立時期に就ては可成り異説のあ
る一〇六八年のTraniの法典、一二二九年のstatu塩nauticum
一二二五五年のsta七u七a，et　ordinalnen，ta　super餓vibus　l叉はヴエ
ニス共和國滅亡まで適用されて居たと言ふTiepoloの民事法規
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等は多かれ少かれコムメンダに關して規定する庭があると言は
れて居る。之れに依つて論者はヴエニメに在りてはコムメンダ
は早くも十世紀以來取引に、十二世紀以來法典の表面に現れて
重大な役目を演じたものだと言つて居る〔註二〕。ヅエニスに於て
はコムメンダをコレガンテイア（colleg我ntia）〕又はロガデヤ（rog一
乱dia）叉はコムメンダチオ（commend乱七io）と言つた。コレガンテ
イアは所謂狭義のコムメンダを指し、・ガデヤは後に述ぶるソ
キエタス（Socie塩s）の内容を有し、コムメンダチオは、之れも
後に述ぶるが如く、狡義のコムメンダ帥ちコレガンティアの別
名である。從つてヅエニスに在りても他の都市の如くコムメン
ダの二つの種類が行はれて居たのである。
　〔註一〕Silbersc五midt3a．我。0．S．37．
　〔註二〕　Silberschmidt　l　a　a。0。S．38．45．46。
　ヴエニス以外ではイタリー東部の海岸では著名の都市を墨ぐ
ることが出來ない。只之れ等の内でアンコナ（Aneona）及びトラ
晶一（Tr鋤i）が稽優れて居る。然し之等の都市の有するコムメ
ンダに關する法源は決して猫自のものではなくて多くはヅエニ
スのそれに影響されたものである。アンコナの海法、それは一
三九七年頃パルデスウス（Pardessus）に依つて編輯されたものだ
と言はれて居るが、は特にコムメンダに關し、その實際的な規
定、例ぱ般舶書記（der　Sc五i鮪schreiber）等、を包括することを
以つて知られて居る。トラニーではordinamen七aetcO蛉uetudo
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：marisedi幅perconsulescivi七atisTraniなる法典があつた。該
法典がコムメンダに關する最初の法典であると言はれて居るこ
とに關しては既述せる通りである。
　2．南部イタリー虹にシシリヤ　イタリャの南部は地理的な
位置よりして最も早く海外に登展した歴史を持つて居る。アマ
ルフイ（Amal且）はその中心である　アマル7イに於けるコムメ
ンダに關する法源はその最古のものは登見されて居ない。アマ
ル7イの極盛は八七〇年よりそのゼザに依つて陥落せしめられ
元一一三五年迄に縫績して居るのであるからコムメンダに、關
する文獣も當然その當時に於けるものが見らる可きだのに、登
見され，たる文獄は十三世紀以降のものしか無い。ジノレバーシュ
ミヅトの墨ぐる私交書に依れぱ其塵でもコムメンダの二つの種
類、即ち狡義のコムメンダ、その例としては一二五四年五月三
日の日附ある私文書、とソキエタス、その例としては一二五六
年八月十五日の私文書、が行はれて居たと言ふ磁一〕。然しなが
らアマルフィに於ける最大のコムメンダに關する法源は何と言
つても所謂アマノンフイの海法ca，pi七ul乱e七〇rdinamen協curiae
m乱ri七im船丑obiliscivitatisAm＆1f勘e，quaeinvu19乱risemone
dicuntur　l1我Tabula　di　Ama1£である。然し該法典編纂の時期
は明瞭ではない、或は十四世紀の絡末とも言はれ、或は十五世
紀叉は十六世紀の頃とも言はれて居る。
　〔註一〕Silbersc血midtl脇0．S5Q－51・
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　3‘ゼノア、ピザ蛇に西部の海岸　イタリー南部の都市の没
落に代つてゼノア、ピザを中心とする西部の繁榮が來た。コム
メンダの法源として墨ぐ可きものはピザのConsti七utum　legis，
之は成文典であつた、拉にconstitutum　usus之れは慣習法であ
つた、とぜノアのDies繍u七idelbeoloniaGenovesediPe瓶
及び同都市の公讃人の公文書等である。ピザの爾法典編纂の時
期は明で無い、然し該法典は薮同に渡つて綾正輯録されたもの
であるらしく、其の年代は一一六一年、一一二一年、一・二三一
年、一二三三年最後に一二八一年が示されて居る。之等の法典
に徴する時は當時既にコムメンダの二種類が行はれて居たもの
らしい〔註一〕。ゼノアの成法の出來た年代についても箏はれて居
る。或は一一四三年と言はれ、或は一二九〇年とも言はれ、或
は一一二九年より一三一六年の問だとも言はれて居る。同法典
には其の第五編にコムメンダ拉にソキエタスに關する事項が規
定され，て居る〔註二〕。
　〔註一“・コ　　Silberse五1皿i（lt；a，a．O・S　52・
　〔註二〕Silberscぬmidt3a。O．S・5S・
　禽西部海岸の法源としては二一ス、サルジニャ、コルシヵの
それを墾ぐることが出來るけれども、いづれもゼノア叉はピザ
の影響の下に立つたものである。
　B，中世7ランス　イタリー諸都市の商業の登達は地中海沿
岸のフランメの諸都市を刺戟した。就中モンペーユ（Mo批pelレ
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ier）及びマルセーユは早くも名があつた。然しそのコムメンダ
に關する規則は殆どピザ叉はゼノアの影響を蒙つたものであ
る。
　C，メペィンの海法　ノ“ルセ・ナ（翫reelo餓〉を中心とするス
ペィンの商業の繁盛は亦中世イタリー、フランスのそれに比敵
す可きものがあつた。コムメンダに關しても十三世紀以來其庭
では若干の法規があつたと言はれて居る幟一〕。一二五八年の有
名なる1）ie　ord餓nnce　suda　poiice　de臨mviga七loR及び一二
七一年の服務規定（Pragm＆tiken）には直接又は問接にコムメン
ダに關する規定があると言はれる。最後に或る私入に依る編輯
と言はれて居る第十四世紀のle　consulat　dda　merもコムメン
ダの法源としては看過し難い海法である。
　〔註一〕Silbe脱五midt；a．8．0・S．64・
　：D。ノ・ンザ都市蛇にスカンデナピヤ、コムメンダは叉ノ・ンザ
同盟の諸都市更にスカンデナピヤにも不知の制度では無かつ
た〔註一〕。ハンザ同盟の問ではコムメンダを呼ぶにゼンデヅエ
（Sendeve）なる語を以つてし、ノルウィ人は，，hl鳥fも1鰭”と呼ん
だ。
　〔註一〕　K．Lehmann；a・a．0．S・333。
　　　田中誠二敢授前掲二四三頁
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III．送律上の牲質
　（玉）総論
　Commendaなる語の依つて以つて起りし動詞commendareな
る語は「推薦スル」細empfehlen叉はf信頼スノレ」餌ver七r乱uen
ねる意義の語であるが、それは商業上及び法律上に於ては翫に
古代又は中古に於てdeponereなる語と同義に使用されて居た
と言はれて居る〔註一〕。動詞commen砿reより生じた名詞com一
搬e痴a，co1mnaDぬは、從つて當時にありては委託者の利盆に
於て財産を他人に委託する総ゆる行爲に使用されたのである
磁二〕。それは鼓で述べる所謂コムメンダとして使用されたぱか
りでは無く、寄託（depositum）としても、又問屋行爲（Kommiss－
iO盤gesd献t）としても更に委任、請負、雇傭の意義にも使用さ
れたのである。此の語が商業上拉に法律上、契約一方の當事者
が商品叉は金鏡を海外に於て之れを販責又は購買の目的を以つ
て旅行を爲す他の當事者に、得たる利盆の幾部分を分配するこ
とを以つて委託する行爲に使用せられたのは、既述せるが如く、
逞くも第十世紀以後のことである。始めは此の契約に於ては資
本を提供するものと勢務を提供する者とが裁然匿別されて居た
が、後に至つて勢務を提供する者も亦資本の一部を資本家の提
供するそれに出資する様に成つた。廣義に言ふ所のコムメンダ
とは此の二種を総構するのであるが、通常之れを匿別して前者
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を本來の意義に於けるコムメンダ（commenda　im　eigentliche且
Sinn）〔註三〕。　又はコムメンダチオ（COmmend乱tio）或はアコムメ
ンダチオ（我ccommend乱tio）と言ひ、後者をソキエタス（Societ乱s）
〕又はソキエタスマリス（socie捻s：m趾is，ter鍛e）叉，はコムノ｛ニヤ
（com盟nia）特にヅニニスでは翫述した如くコレガンティヤ（co－
11e望n七ia）と呼ぱれた〔註四〕。
　　〔言主ロー〕　Goldsc｝lm！dt3a。a。0．S・257・Silbersc｝1n威dt；　a・a・0・S・74”d合P（》
　　　nerずは寄託すろ意義。
　　〔言主二〕　Goldschmidt；a．a・0・S・257・
　　〔註三〕snberschn｝idtが特1こ「本來の意義に於けるコムメンダ」なろ稔呼を
　　　使用しテこ。翫翫0・S・37・
　　〔註四〕本蹴の意義に於けるコムメンダは爾comendatio7acomend翫cio7乱co
　　　lhmendatio7accomanda，aecomenda3eomanda7colnmandaヴエニスでば
　　　rogadiaと言はれ、ソキタスは叉comPagni批，comPanぬi＆｝とも言はれれ。
　今コムメンダなる名稗の下に指さる可き契約關係を表を以つ
て示せぱ、大禮次の如く成るであらう。
　　　　　　　’1．
コムメンダ
　（廣　義）
　　寄託
2・講負
　　　　　古代にありて
3。委任
4．問屋
5／本來の意義のコムメンダ
　　　　　　　（海外ソキエタスしキータス唖ソキータス
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　從つて之れを一括して観察し、之れに今日存在する所の契約
のカテゴリーを當嵌めるといふことは頗る困難なことでもあ
弧予を以てせしむれぱ又それは無理なことでもあると思ふ。何
となれぱコムメンダは一つの過去の世界に存在した法律制度で
あつて之れを今日の法律制度の概念に律することは尺度の標準
が異つて居るからである、加之コムメンダ自身も、假令謂ふ所
のコムメンダを指摘する場合でも、其登生からその衰亡に至る
過程に於て甚だしい攣化を示して居るからである。例へぱ本來
の意義に於けるコムメンダと斯謂ソキエタスとの問にあつては
法律上の性質に可成、りの相異がある、即ち前者が軍なる問屋行
爲と。見らる可き場合でも、後者は既に組合契約と見ねぱならな
い〔註一〕。從つて全コムメンダに通じての法律上の性質として
は、契約一方の當事者が、或る法律行爲の完成を相手方に委託
する行爲po晦re　laboratumのみを塁げ得るに過ぎない（註二）。
而して此のpor七＆re　labo麟umは委任、請負、問屋、組合等に
共通な法律上の性質である。即ち此の性質のみに依つてはコム
メンダを之れ等の諸契約ど匪別することは出來ないのである。
然るに既述せるが如く初期に於けるコムメンダの性質は頗る漠
然たるものがあつて、之れに明確なる概念を與ふることは甚だ
困難である。勢務の提供者が無報酬で、しかも歴史的には殆ど
古代に於ては全て、又は一定の報酬額の條件の下で資本家の委
託を引受けた場合には、コムメンダは委任叉は問屋又は雇傭の
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性質がある。コムメンダに於ては、族行者は自己の名繭に於て
取引を爲した場合もあるけれども、叉資本家の名前に於て爲し
た場合もあつた。叉コムメンダに於ては蓮常委託物の駈有穫は
委託者に鰭属して居ナこ嘩三〕。且つ航海の危陰は一切委託者が引
受くることを常として居たのである。駐四〕。之れ等の性質の吾
入に示す所に依つて判断すれぱ、コムメンダには何等組合的の
性質は認め得難いのである。僅に之れに組合的な性質の認め得
らるるのは、その利盆配當の方法に於てである。之れとても然
しながら全然組合に特有な性質と見ることは出來ない，，レーマ
ンがコムメンダの組合的性質に疑を入れて、之れを一種の勢務
叉は請負契約の一つと見た二とは穴勝不當ではない〔註駒。
　〔註一〕Le執m我m3興α＆333・
　〔註二〕　Silberschmidt　l　a．a．αS70一一71．
　　　　Go亙dschmidtl照．O．S、262。
　〔註三〕Goldschmldtl窃a・O．S、265，
　〔註四〕Goldsc五midt；a＆・0．S264．
　〔註五〕　：Lehmann3a・a，（｝S335・
　然しコムメンダが問屋叉は請負、委任等とは異なる法律上の
性質を有したものであつた二とは、想傑され得ることであつて
此の黙に就てはジルバーシユミットの歴史的な観察が顧慮せら
る可きである〔註一〕。
　若しもコムメンダが全然委任、請負、問屋等の行爲と等しい
性質のものであるならぱ、その爽生の必要は起らなかつたであ
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らうし、且つその取引に於ける利用も、歴史が示す程あれ程盛
には行はれなかつたであらう。既に九六〇年又は一一六一年頃
には委託者の計算と危瞼に於て一定の報酬の下に外國に於て商
行爲を爲すことを引受くる者があつた、それは全く今日の問屋
螢業と異る庭の無いものである。又コムメンダの盛に行はれて
居た時代にあつてすらも、之れも同時にぜノアではimprici幅
なる名樗の下で問屋行爲が行はれて居たと言はれて居る磁二〕。
從てコムメンダは何等か之れ等のものとは異なる経濟上の必要
を充すものでなければならない。抽々當時にありては海外に於
ける取引はそれ自身一大冒瞼を要するものであつて、資本家は
自ら故郷に留つて居る者なるが故に鯨程受託者を深く信用して
居らなければならなかつた。斯如き事情の下では一定の報酬の
下に商晶の販責叉は購買を問屋又は請負、或は軍純なる雇傭の
如き關係に於て他人に委頼することは、その目的の達成の爲に
充分だとは言はれない。反之して勢務者も資本家と共に企業に
滲加して、その得たる牧盆の一部を取得する組合的な制度の下
に於ては事業の巧拙成否は直に自己の利害關係に影響すること
甚大なるが故に受託者の事業に費する注意蛇に熱心の度に格段
の相異がある。此の性質を契約に取入れたものが部ちコムメン
ダなのである。即ち本來の意義のコムメンダとソキエタスとは
元來別々な契約ではなくて、恰も株式會肚と株式合資會杜との
如く、一の親族的な間柄にあつたのである。換言すればソキエ
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．タスは本來の意義のコムメンダの登達したものと見る可きであ
る。ソキエタスが組合契約であることは、軍にその名前が然る
が故でなく、その法律上の性質が示して居る。帥ちソキエタス
の場合では、受託者も資本の出資者であり且つ危瞼の負捲者で
あつたのである〔註三〕。
　由是観之れば、コムメンダは組合的な性質を充分に含めた
port島re1曲o麟umとして、委任、講負、雇傭、問屋等の契約に
極めて類似して、或る揚合にはその問の匿別が判然されない程
不鮮明に、登成したものであるが、漸次組合的な要素を取入れ
てソキエタスに至つて全く一の組合契約と成つたものであると
言はれ得る。
　〔註一〕Silberschmidt3a。a。O．慧72．
　〔註二〕Silb錨曲m三dt；翫風O．S。74，Goldsehmidtl風a．O。8．262．
　〔註三〕Goldschmidt3a。翫O．S265．
　（2）　契約の當事者
　コムメンダ契約に於て、故郷に留つて資本を提供する者を
cOmmend乳t・r，acC・mendat・r，eapit窃neuS，c・mmandan七，S・ciusSt－
ansと言ひ商晶叉は金銭を携へて海外に商行爲を爲す者をtr翫
c繍（）r，P・雌・r，P・r繍・r，〔朗c・mmend＆七arius，c・mma皿darius等
と言ふた麟一〕。
　〔註一〕　Re照ud3駄，翫O．S．4』　G（》1dscllmidt3翫翫O・S259・
　コムメンダの當事者と成るには何等性、年齢、身分等の制限
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が無かつた様である。通常は商人に依りて行はれたけれども、
又甚だ多くの場合に非商人に依りても行はれた　之れ等の非商
人の内には、王、執政官、僑侶、職人、裁判官、公謹入、猶太
入、説敏師等もあつた〔註一〕。被後見入の財産は、遺言叉は法律
仁依つてコムメンダに出資することが出來た〔註二〕。叉外國で死
亡した者の財産も成法の規定に依づて故郷に騰る商入にコムメ
ンダとして出資されたと言はれる〔註二〕。屡ソキエタス自らが
コムメンダの當事者となつたこともあるし、同時に薮入が共同
してコムメンダの引受人となつたこともある〔註四〕。未成年者が
資本家となつて居たことはゼノアの法典で許されて居る。族行
者として資本家の資本を受取る者は資本家の親族友入たる商入
であることを常としたが、それ等の者の外に筒般長、般員もあ
つた。
　〔註一〕Silbe爲chmidt；我．翫αS。82。
　〔註二二〕　　S五berschmidt；＆　a。α　S　84。
　〔註三〕　S｛lbers磁midt；a．a。0．S．83，
　〔註四〕S丑berschmidt3乱乱O．S・84．
　（3〉　契約の目的
　コムメンダの目物としては、最初は商品のみが委託されたの
であつたが、後に至つて金銭も亦委託された。ジルバーシユミッ
トに依れば、商晶、金鑓の外に般舶及び其部分がコムメンダの
目的とされたことを見るのであるが、それ、は所謂般舶コムメン
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ダSchi省scommendaとして船舶組合Sc血i鮪p＆rtnerに類似した
もの又は同一のものを指したものかも知れない。〔註一〕
　〔註一〕Silbe聡chmidt；a乱O・S．87．
　（4〉契約の成立
　コムメンダは全く、不要式に當事者双方の合意に基いて成立
したことは勿論である。然しながらコムメンダは他人の財産を
危険多き遠隔の地に於て利用する二とを引受くる契約であるが
故に充分に受託者の信用状態を取締る必要があつた。これが爲
には早くより法律の規定に基く取締が在つたと言はれて居る
〔註一〕。帥ちピザに於ては契約は文書に依つて締結され、剰い之
れを登記せねぱならなかつた。同様の規定はヴエニス、ゼノア、
マノレセーユにも見られた〔註二〕。アンコナに於ては契約の締結が
直に船舶書記Schi騰chTeiberに登記されたことは既述せる通サ
である。
　〔註一〕bSilberschm呈dt　l翫＆、αS．76。
　〔註二二〕　S薫berse｝lmldt＝a，＆．O．77－78．
　（6）　コムメンダ財産の所有権
　コムメンダ財産の所有権が委託者たるcommendatorに鰭属
して居たものであるか、但しは受託者たるtr乱ct我torに移轄した
ものであるかは不明であつて、雫はれて居る〔註一〕。　ジルバー
シュミットは、歴史的にはコムメンダ財産の所有権は常に委託者
たるcOmmendatorに臨属して居たものであつて、コムメン、ダ
コムメンダに・關すろ研究 27
が金銭コムメンダGeldcommendaとなリソキェタスとなるに
從つて、財産の騰麗者は受託者たるtr麟atorに移轄したと言
つて居る嘩二〕。只明なることは金鏡コムメンダの所有権が受託
者たるt隔ct麟orに初めから離属して居たことと、　ソキエタス
の場合にはコムメンダ財産は組合財産Societatsfondsとして爾
當事者の共有に騰して居たことである〔註三〕。按ふに當初に於て
は此の問題は、當事者の意思に依つて決定されたものであつた
らしく、コムメンダ契約の登達と共に此の關係も確定されて、
終には受託者たる七rac撤orに離するといふことになつたもの
であらう？蓋しそれは委託者たるcOlnmendatorがコムメン
ダ財産に封して優れた訴権を與へられて居たことなどからも考
へられ得ることである〔註四〕。船舶コムメンダSchi掘scommen面
では如何なる場合でも船舶の所有権は受託者たる　comlnen面t－
or，tr＆ctatorには移轄しなかつた。
　〔註一〕　Goldschmidt；a．。　a．O．S，265．
　〔言主二〕　　S盤berschnlidt；a』泓　O　S．85．90．
　〔註三〕鋤be鷹五midt；a．翫αS．騒GoldscLmidt；翫翫（》S，26翫
　〔駐四〕Silberschmidtla．翫O．S。9α
　（6）　委託者と受託者との關係
　委託者たるco・nme賊atorと受託者たるtract乱torとの聞の法
律關係は本來の意義のコムメンダとソキエタスとの問では多少
の差異がある、例ばソキエタスの場合では勢務者たる七r麟ator
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も資本の一部を提出するのである力縞、彼も亦資本家である、
從て彼は稽、ともすれぱ專断に事を庭理せんとする、その結果は
ツキエタスの揚合ではtracta七〇rの行爲に封する制限が本來の
意義のコムメンダに比して廣いと言はれて居る〔註一〕。夫にも係
らす爾者の間に於けるcommend＆七〇rと七r我etatorとの問の關係
は本質的には異なるものではない。故に吾人は此庭では爾者を
一＾所に述．ぶることにする。
　a　外部關係　受託者たるtractatorーが第三者と取引を爲す
場合には、翫述せるが如く、古くは委託者たるco憩mend乱七〇r
の名雨に於て、後には全然自己の名前に於て、然し委託者の計
箕と危瞼に於て、爲したのである。ソキエタスの場合では當初
より受託者は自己の名前で取引したのである。印ち外部の關係
仁於ては主として受託者たるtrac励or『が行爲の當事者であつ
た。
　b内部關係　委託者たるcommendaもorは資本を出し、受託者
たるtrac鳳orは勢務を提供（ソキエタスの場合には勿論若干の
資本をも）することは當事者の主たる義務であるが、爾當事者
の間の内部關係は大膿に於て委任に依る原則に基いて規律せら
れた。コムメンダの性質上受託者たるtr＆ctatorは委託者に依
りて種々なる制限を受けた、その制限の主なるものを次に述ぶ
れば、
　1・commenda七〇rは商行爲の行はる可き一・個又は藪個の揚所
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　　を選定することがあつた。勿論彼は歎個の場所を示した場
　　合にはその内より適當なる場所を選定することを七撒c七a加r
　　に許した。
　2・commend跳七〇rは屡，商行爲の行はる可き期問を確定した。
　3・次には如何なる商晶を購買す可きやの制限があつた。
　4　comme認乱七〇rは叉屡，七rac七atorの使用す可き船舶を指定
　　することがあつた、蓋し船舶の良否は航海の危瞼に重大な
　　縁罰係カヲあるカ）らである。
　5・eommendatorはtr勘c励Orをして一定の族行團膿（Reise－
　　geseUs磁鹸）〔註二〕に加入せしむることがあつた。
　委託者たるcommenda七〇rの許可なくしては受託者たるtrac一
もatorは自己の引受けし行爲を更に他人に委託することは固く
禁じられて居た。其他trac繍orがコムメンダ財産の庭分、管
理を爲す場合には自己の固有の財産と等しき注意を以つてこれ
を爲すのであつた。
　〔霊奎一〕　　Silbe聡chmidt；a　a・O．S・100．
　〔註島〕　族行團贈：Reise3esells面afむと言ふのは中世地中海溢岸の都市に於
　　　て駿i達しテこ制度にして當畦軍猫に航海すろことは危瞼が多ザっテこ故に族
　　　行者ば團艦を作つて相互扶助を爲し☆。その團禮を，，Admir翫厩h泓ft”
　　　と言つテこ。ヴエニスでばmuduaなろ名稽で呼ばれて居た曲の團膿は族
　　　行者の人物、棄行、技巧等の鮎について一般に封すろ讃明をも與へろこ
　　　とわ｛あつテこ（S墨be器c五midt3a．a・O．S・24）。
α　trac撤orの責任　コムメンダに於ては、委託者たるCO一
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mmendaもorが航海その他より生する偶然の危険を引受けたこ
とに付いては、既に述べた通りであるが、受託者たるtr麟ator
は專ら契約上の義務の履行に付いて責任があつた。故意dolus
の揚合には當然責任は発れなかつた。帥ち彼れに依つて惹起さ
れた盗難、賭博、濫費、契約蓮反等に饗して。街ピザの慣習法
の示す所に依れぱtrac憾orは次の場合に責任があつた。
　工・何等の菟責の理由なしにコムメンダ財産を持参せざりし
　　場合、此の場合には所謂面mmm　eme■gens　lucrum　ce－
　　ssansが賠償された。
　2・立合の組合員の許可なくしてヘンテカ〔註一〕を他人に交
　　付したる場合。
　3・族行の終了後も購らざる場合。
　生　積荷の土地で立合の組合員の許可無しに販費したる場、
　　合。
　5。コムメンダ財産を発責理由無しに外國よう途還したる場
　　合。
　之等の揚合には過失α11paに饗しても責任は冤れなかつた。
　〔註一〕　＾ンテカ（五entic＆）とは組合財産鋤C撤乞tsk叩肱1を言ふ、專らビザ
　　　に行はれ7こ名構であろo
　（7）　委託物の返還　計算の提示
　受託者たるtract勘torは契約叉は法規に定められた期間の絡
了の後にはコムメンダ財産並に利盆を委託者叉はソキエタスの
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場合ではその最高の組合員（H6chs毛beもeiligten）に引渡し且つ
計算を呈出せねぱならなかつた。受託者が之れ等の行爲を爲し
得る時期は必すしも一定して居らなかつた。或は蹄國と同時に
in　reditum或は饒國後直にposもredi加m又は講求を受けて
から入日、十五日、更に六ケ月の問に爲すことになつて居た
〔註一〕。若しt拗ta七〇rが再び族行に上らんとする場合には、そ
の前十五日には之れを爲さねぱならなかつた。櫨C撤orはコ
ムメンダ財産を、當時既に貸方借方に分ちて記載し醗二〕、且つ
取引の結果を般舶書記Schi任sschreiberに登記した。叉自分自
身の所持金とコムメンダに属する金銭とが混同することを避く
る爲に、出登前自分自身の所持する金を公の役所に呈示して謹
明することもあつた。計算の呈示Rechnung騙b鍵beは裁孚U上裁
判外に於て爲され、古きゼノアの法典に依れば、それは書面に
依って爲された〔設三〕。
　販責されなかった商品は、之れをtracta七〇rより委託者に返
還せねぱならなかつた。返還す可き商品叉は金銭につきて雫あ
る時は委託者に讃明の義務があつた。ゼノアの法典には、資本
額の孚分迄は無謹明のまま委託者の委託せしものと見倣す規定
があつたと言はれて居る〔註四〕。もrac協orが契約に反して離國せ
ざる場合には委託者は訴に依つて、財産占有bonorumpossessio
を請求することが出來た。叉臨國の後には持滲した商品の上に
優先権を有した。
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　〔言主一〕　　Silber5chnlidt；a，a。0，S．117・
　〔註二〕Go1dschmidt3a・a．CLS・265．
　〔…蓬…議〕　　S量1berscぬnli（it3a．乱　（：），S　119．
　〔言主四〕　　S簸bersc五mi（it3a．a．（〉，S」120．
　（8）　費用の贋還、出資及び利盆の配當
　a．航海、商行爲其他に要した費用が如何にして償還された
かは明瞭でない、多くの場合には出資額の標準に依つて決ぜら
れると言はれて居るが幟一〕。不明である。按ふに必要なりし費
用は委託者より受託者に償還せられたるものなる可く、不必要
なりし費用expensae　no皿eonvenielltesは受託者自ら支辮せな
ければならなかったものであるらしい〔註二〕。今費用に就いて二
三を述ぶれば
　1．tr泓c繍orは一一年以上縫績しないソキエタスの場合には、
　　災害の場合は別として、衣服の費用は請求することが出來
　　なかつた。
　2・trac協orは病氣の費用、藥代は組合財産より支出する
　　ことが出來た、然し埋葬の費用はそれより支出することは
　　許されなかつた。
　〔註一〕G・ldschmidtl鳳O，亀263。
　〔註二〕Silberδchmidt3a．a，（》S，116．
　b．出資及び利盆の配當　この關係に於ては所謂本來の意義
に於けるコムメンダとソキェタスとの場合を分けて記述しなけ
れぱならない。何となれぱ恰も此の關係に於てこそコムメンダ
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チオとソキエタスとの相異が襲生するのであるからである。
　A．コムメンダチオ（本來の意義に於けるコムメンダ）此の場
合には委託者たるcommendatorのみ資本を出し、受託者たる
毒r8ct＆torは軍に勢務のみを提供するのである。通常trac七ator
　　　　　　　　　　　　　1の受くる利盆の割合は牧盆の丁であつた〔註一〕・然し之れには
　　　　　　　　　　　　　　1　　1　　1　　1種々の慣習があつて或は牧盆の一『・下一ず・r百の配當の方法
もあつた。場合に依つては加之trac繍orは何等利盆の配當を受
けない場合があつた。此の揚合にも、然しtr泓ctatorは、特約の
無かった限りは利盆の請求権（Retentions－rec五t）が無かつたと言
はれて居る。
　B．　ソキェタス、此の場合には普通commend蜘rは資本の
2　　　　　　　　　　　　1葱rをtr認蜘rは其の一言と勢務とを提出した・利猛は然し各
1丁づつを分配した〔註二〕。尚此の方法以外にも種々なる出資と
配當の様式が行はれて居たのである。例ぱ爾當事者が各牛分づ
っの資本を出資した場合、その時は勢務の提供者は或は利盆の
　　　　　　2　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2孚分を・又はrガを或はτを納めた。叉tr勘c協orが資本の一r『
　　　　　　　つを出して利盆の浅一を受けた場合もあつた。梢・複雑するのは二
人のcommendatorと一人のtracta七〇rの場合である。此の場合
　　　　　　　　　　　　2では二人のCOmmendatorは葱rの資本を出し・利盆の孚分を二
人で更に等分したのである。
〔註一）G・1dschmidt3乳翫O・S，263。Silbe・曲midt；泓a・O・巳99・
〔註二〕Golds面midt3泓撫Q8．263．SHberschnidtl　a・島αS・110・11L
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　（9）　契約の取溝、絡了。
　コムメンダは族行の終了前何時にても取滑すことが出來た、
勿論此の場合には既に螢生した費用、損害は賠償されねばなら
なかつた、利盆の一部も裁判官の認定に基いて配當された。
tr麟ator叉はcommen磁orの死亡は契約滑滅の理由とはなら
なかつた、此の場合にそれ等の相績人があれば、被相績人の事
業を縫績したからである。コムメンダは事業の成功、契約期問
の満了に依つて終了した。
　（10）　時敷並に訴訟
　乱．時敷　コムメンダ債権は一般：に短期の時敷に依つて潤滅
したと言はれて居る〔註一〕。部ちアンコナでは三年・マルセーユ
では四年、ゼノア及びピザ六年、ノのレセ・ナ十年である。時敷
の登生時期はcommenda七〇rがtractaもor力夕鑑航して債権の請求
を爲し得る時瓢に始まる。
　b．訴訟　訴訟はコムメンダ財産返還に關するもの、族行者
の速に蹄國することを促すもの、その他種々あつた。審理は極
めて速決的であつて、讃擦の不充分なる揚合には宣誓：Eidの方
式が選ばれて居た。判決の實行手段としては差押、供託、競責
等の財産上の執行方法のみならす身分上の拘束も用ゐられて居
たものの様である駐二〕。七r乱c繍orの破産の揚合には其の全財産
の上にcommendatorは優先権を持つて居て、それは破産者の
妻のそれにも優るものであつたと言はれる〔註三〕。
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〔言主一〕　　Silbersc｝1midt；a・乱　（　・S・125・
〔言奎二〕　　S翌berschmidt3a・泓O．S・123。
〔註三〕　　Silbersc五midt3乱翫α　S・123．
v亙．結 論
　要するにコムメンダ行爲そのものは人類の経濟的法律的生活
の必要を充す爲に一般的に利用せらるる制度であつて、全くr萬
有的」なものである。然しながら今日の合資會祉又は匿名組合
の起原としてのコムメンダは・一マ法とは關係なく、專ら中世
地中海の航海上の危瞼を避くる爲と、資本家の特別な希望から
して既に十世紀に其の套生の萌芽を現したものである。當初は
法律的構成に於て不完全軟弱なる所があつたが、次第に輩固、
特別なる制度として登達するに至つた。帥ち所謂「本來の意義
に於けるコムメンダ」に於ては、コムメンダは多くは當座的に
組織され、七r麟atorは勢務のみを提供するものなるが故に、コ
ムメンダ内に於ける彼の地位は稽ともすれぱr委託者の利盆」
に於て拘束せらるる所が多かつた。
　それが然しソキエタスとなるに及んでは、コムメンダも當座
的より永績的、螢利的となり、以前はcOmmendatorの一方的
資本参加」einsei七ige　K乱pita1－Beteiligungであつたものが今度は
土ractatorも之れに滲加してr双方的資本参加」Zweisei七igeKa－
pit＆1－Beteiligmgとなつて爾契約當事者の地位が李衡する様に
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成つた。コムメンダが海上コムメンダSeeeomme滅＆より陸上
コムメンダ：L認dcommen面と成るに從つて、その「螢利組合」
としての性質は盆確實となり、初めに地中海洛岸にのみ登達
せし該行爲は・・ンザ都市その他の隆盛と相侯つて全ヨー・ッパ
に流行されたものである。勿論今日の合資會杜叉は匿名組合は
昔時のコムメンダとは甚だ異つて居る。昔時の形膿をその儘に
傳ひて居るものに，，P挑cotille”，，IF撮1rung”なるものがあると言
はれて居るが、詳しいことはわからない〔註一〕。今日の合資會肚、
匿名組合は多くのコムメンダの攣形であつて、就中コ・ンナ
colonna磁認　の影響を受けたものである。コムメンダが初め
て近世商法に探用されたのは一六七三年五月のルイ十四世の
，ヲsurlecOm貧1ercedes皿690七｝我Hset　m．arch組》ds”である。…欠で
”COαe　de　eom艶erceフフに採用されて居る。現行濁逸商法は第二
編第二章に合資會杜を第四章に株式合資會癒を第五章に匿名組
合を規定して居る。
　〔註一〕：Ren我ud；a，a・αS16・
　〔註二〕十四世紀に主としてアマァレフイ7ゼノア等に行はれアこ・ムメンダの
　　　一種、今日の株式合資會冠に類似す、航海にりいて利盆を感ずろ全ての
　　　人人（船舶朋有老』、船長、船員、積荷主等）より組織されプこる組合。
　　　　　　　　　　　　　　（昭和二年十一月三日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　終
